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資料３－１    

平成１９年度三番瀬自然環境調査について 
 

平成２０年７月２５日 
環境生活部自然保護課 

 
１． 目的 

本調査は次の事項について、平成８年から９年を中心に実施した補足調査及び平

成１４年度に実施した調査と比較するなど、中長期の変動を把握することを目的と

して実施した。 
（１）三番瀬海域及びその周辺の調査地点における魚類の着底状況調査 
 （２）三番瀬及びその周辺に飛来する鳥類の生息状況調査 
 
２． 調査内容 

本調査の調査項目、調査地点・回数等及び調査方法については、表１・表２の

とおり    
   表１ 調査項目及び調査地点数等 

調査種目 調査項目 調査地点 調査回数 

魚類関係 海生生物現況調査 
（魚類着底状況） 

三番瀬海域の１１

地点（図１） 
Ｈ19 年４月から
Ｈ20 年３月まで
の毎月１回 

鳥類個体数経年調査 浦安市から千葉市に

かけた臨海部周辺の

１４地点（図２） 

Ｈ19 年４月から
Ｈ20 年３月まで
の毎月２回 

鳥類行動別個体数調査 ふなばし三番瀬海浜

公園、塩浜、日の出地

域 の 中 の ５ 地 点

（図３） 

春・夏・冬の３季

各２日 

スズガモ、カワウ食性等調査  

（調査内訳） 
・スズガモ消化管内容物調査  

 
三番瀬及び周辺地域 

Ｈ19年 11月から
Ｈ20年３月まで

鳥類関係 

・カワウ吐出物調査 行徳湿地内カワウ集

団営巣地 
Ｈ20年 2月から
Ｈ20年３月まで
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  表２ 調査方法 

調査種目 調査項目 調査方法 

魚類関係 海生生物現況調査 
（魚類着底状況） 

調査地点図の１１地点の 2水深（10～20cm、

50～70cm）において曳き網（口径；縦 30cm、

横 150cm、目幅 2mm）を汀線に平行に 0.5m/sec

程度（約 1 ノット）の速さで約 100m 曳き網し

て、着底稚魚を採集する。 

調査員が 100ｍロープを付けた曳き網を手

で持ちながら 100ｍ先の予定水深付近まで運

搬した後、調査船より手曳きする。 

これを 2水深で行う。 

また、その時の天候、気温、風向、風速を

記録し、水温、塩分、pH、溶存酸素を多項目水

質計（YSI ナノテック製又はアレック電子製）

により測定する。 

なお、調査月によっては夜間干潮時にあま

り下がらないことがある。水深が深く作業員に

よる曳き網が難しい場合は、調査船により曳き

網を行うこととする。 

 
 
 

 （稚魚採取ネット） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

鳥類関係 

 

鳥類個体数経年調査 

 

調査地点１４箇所を対象として周辺に生息

する鳥類の種毎の個体数を定点調査、ラインセ

ンサス法により調査する。 

約 100ｍ 

警戒船 
・航行船舶

の監視 

調査船 
・曳網 
・ｱﾝｶｰによ

り固定 
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鳥類行動別個体数 調査地点５箇所において、三番瀬に飛来する

鳥類の種毎の個体数及び探餌状況等の行動を

定点調査、ラインセンサス法により調査する。

スズガモ、カワウ食性等調査  

（調査内訳） 
・スズガモ消化管内容物調査 

 
調査地点において、漁業（刺し網）等により誤

って採取され、死亡した個体の採取位置を確認

のうえ入手し、その個体を解剖し、食道等の内

容物を分析する。 

 

・カワウ吐出物調査 調査地点において、巣の下に吐き出された吐出

物を巣毎に採集し、分析した。 
また、カワウが採食を行っている場所を推定

するため、早朝３時間程度、三番瀬及び周辺の

採食場所となっていると考えられる場所にお

いてカワウの個体数、採食の状況及び飛翔方向

を記録する。 

 

 

【図１】 
海生生物現況調査位置図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注：図の「st.」は、平成１４年度調査の標記をそのまま使っているので、記載のとおり    
となっている。 
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【図２】 
１４箇所の調査地点 

   【図３】 
              調査地点の位置と主な観察範囲 
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３． 調査結果等の概要 
（１）海生生物現況調査（魚類着底状況） 
  ア 平成１９年度調査における魚類出現状況 

4～3月までの 12ヶ月間における確認種は、47種（科、属も含む）、12,413
個体であった。 
調査期間内において多くみられたのは、マハゼ（3,638個体）で、次いでニク

ハゼ（2,563個体）、ウキゴリ属（1,933個体）、イシガレイ（1,681個体）であ
った。 
全調査期間のうち最も多くの時期にみられたのはマハゼ、スジハゼで 12調査

回中 11回出現した。 
調査期間内に最も多くみられた調査地点（図１）は、養貝場干出域の St.6、

カキ礁周辺の St.3´、猫実川河口付近の St.2及び船橋人工海浜の St.11で、それ
ぞれ 3,514個体（20種）、1,796個体（22種）、1,539個体（24種）、1,274個体
（30種）であった。 
   また、各月の状況を見ると、出現種類数が最も多かったのは８月・９月の１３
種類で、出現個体数は５月が 4,348個体で最も多く確認され、次いで４月の 1,835
個体、３月の 1,780個体であった。優先種をみると４月から７月頃はマハゼ、６
月から９月頃はニクハゼ、１０月から２月はヒメハゼ、２月から３月はイシガレ

イであり、年間を通してハゼ科魚類が多くみられた。イシガレイについては、１

２月から１月頃産卵された体長３センチメートル程度のものが浅瀬に多くみら

れた。 
 
   イ 平成１９年度調査における主要な魚類の状況 
    本年度調査における主要な魚種について整理すると次のとおりである。 

（ア）マハゼ 

マハゼは 1月を除く 11回の調査で出現している。4,5月調査には 1,000
個体以上出現しているが、その後少なくなっている。分布をみると、三番

瀬の中でも岸寄りの調査地点で多くみられた。 
調査期間をみると、猫実川河口の調査地点 St.2が 9月、1月を除く 9回

で出現しており、同地点ではほぼ年間を通して生息していることが確認さ

れた。 
マハゼは稚魚から成魚にかけて浅海域に広く生息しており、稚魚は平成

8,9年調査では 3～12月（2年間の通算）で確認されており、成長とともに
深場に移動し、12月以降産卵のため水深 10ｍ付近まで移動する、とされて
いる。 
採集したマハゼの体長は、10～99mmであった。4月調査では 20～30mm
程度の稚魚が多く出現したが、月が経つに連れて個体数は減少するものの

体長が大きくなる様子がうかがわれた。 
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（イ）ニクハゼ 

ニクハゼは 4,5 月を除く 10 回の調査で出現している。6～9 月にかけて

100 個体以上が出現していた。10月以降は数個体で推移していた。 

地点別にみると、養貝場干出域の調査地点 St.6及び船橋海浜公園の調査
地点 St.11で多くみられた。 
ニクハゼは、アマモ場に多く生息し、産卵は棲息孔を形成し、その中で

行うとされている。成魚の体長は 50mm程度で本調査において出現した個
体のうち 5％程度は 50mm前後の個体であった。最も小さかったは 6月に
防泥柵角地の堆積部の調査地点St.14で出現した体長16mmの個体である。
6 月に 20mm程度の個体が多かったことから、本種の産卵期は春季頃と推
定される。 

（ウ）イシガレイ 

イシガレイは 4月、5月、2月の計 3回の調査で採集されている。2月調
査に 365 個体、3 月調査に 1,313 個体出現しているが、その他の調査期で
はあまり多くない。 
地点別にみると、2月には三番瀬奥部の調査地点 St.6、St.11を除く 9地

点、3月には沖合いの St.10を除く 10地点で出現した。 
東京湾におけるイシガレイは、過年度調査によると産卵期は 12～1月で
湾奥部が主産卵場である。卵は分離浮遊卵であり、受精後約 1 週間でふ化
する。仔稚魚は浮遊生活を送り、2 月頃から着底する。その後河口の砂質
干潟で夏季頃まで過ごした後、深場へ移動する。 
採集したイシガレイの体長は、4 月が 27mm、5 月が 46～51mm、2 月

が 9～15mmであった。これは 12～1月頃にふ化した仔魚が 2月、4月を
経て 5月に体長 50mm程度になっていることがうかがわれた。 

（エ）マゴチ 

マゴチは 4月、6月、7月を除く計 9回の調査で採集されている。10月
調査では 23個体が出現している。 
地点別にみると、三番瀬奥部船橋寄りの調査地点 St.11、St.14 で多くみ
られた。 
マゴチは、海岸から水深 30ｍ程度の砂泥底まで生息する。産卵期は 5～7
月であり、この時期に浅場へ移動し、水温の下がる冬季は深場へと移動す

る、とされている。 
採集したマゴチのうち、最も多く出現した 10 月の個体の体長をみると、

15～105mm の個体が出現していた。8 月にも 18mm の個体が出現しているこ

とから、三番瀬内において同種が夏季に産卵している可能性が示唆された。 

（オ）スジハゼ 

スジハゼは 6月を除く計 11回の調査で採集されている。9月調査では 26
個体が出現している。 
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地点別にみると、三番瀬奥部浦安寄りの調査地点 St.2、St.3´で多くみ
られた。 
スジハゼは、沿岸の浅海域から河口の汽水域に生息し、泥底や砂底を好

む。産卵期は夏季、とされている。 
採集したスジハゼのうち、最も多く出現した9月の個体の体長をみると、  

11～50mm の個体が出現していた。本種の産卵期が夏季であること、9月に 

みられた個体のうち 1/4 程度が 20mm 以下であったことから、三番瀬内に

おいて同種が夏季に産卵している可能性が示唆された。 

   
  ウ 過年度調査との比較 

  出現種類数は、過去 2 回の調査と比べて多かった。出現個体数は、全体的に
は少なかったが、夏季が過去調査（平成 8,9年度）よりも多かった。 

   前述の 5種（マハゼ、ニクハゼ、イシガレイ、マゴチ、スジハゼ）について、
以下に整理した。 

（ア）マハゼ 

過年度（H8,9 年度及び H14、以下省略）の調査と比較してみると、過年
度は、4月に防泥柵角地の堆積部本調査の St.14）、養貝場干出域（本調査の
St.6）で多くみられ、5,6 月に船橋人工海浜（本調査の St.11）、日の出干出
域（本調査の St.4）で多くみられている。本調査でもこの 4地点においては
多くのマハゼが出現している。出現時期等にも大きな違いはみられなかった。

よって、マハゼが生息する上で大きな環境（地形や水底質など）の変化はみ

られないと推測される。 
（イ）ニクハゼ 

過年度の調査と比較してみると、本調査に比べ過年度は、全体として出

現数は少なかった。その中で出現していたのは、猫実川河口（本調査の St.2）
である。本調査では 6～9 月に多く出現しており、平成 8,9 年度調査ではこ
の時期ほとんど出現していなかった。 
ニクハゼはアマモ場や砂泥底を好む魚種であり、底質粒径が変化（細粒

化）した可能性も考えられる。 
（ウ）イシガレイ 

過年度の調査と比較してみると、過年度は、2～3月に海域全域で出現が
みられ、平成 8,9年度では日の出干出域（本調査の St.4）、平成 14年度では
防泥柵先端の潮流良好部（本調査の St.15）で多くみられている。本調査で
も同様の時期に出現がみられたが、出現数は過年度に比べて少ないものとな

っている。 
（エ）マゴチ 

過年度の調査と比較してみると、過年度は、8,9月に養貝場干出域（本調査
の St.6）でみられ、11～2月に防泥柵角地の堆積部（本調査の St.14）で多く
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みられている。本調査でもこの 2地点においてマゴチは出現しており、St.14
では 8,9月に多くみられた。 

（オ）スジハゼ 

過年度の調査と比較してみると、過年度は、養貝場干出域（本調査の St.6）、
船橋人工海浜（本調査の St.11）、日の出干出域（本調査の St.4）で多くみら
れている。本調査では猫実川河口（本調査の St.2）、カキ礁の周辺（本調査の
St.3）に多くみられた。出現時期をみると、過年度では St.6,St.11で 8～3月
頃、本調査では St.2で周年を通じて出現していた。このことより、スジハゼ
にとって好ましい環境が過年度の St.6,11 辺りから St.2,3 辺りに変わってい
ることが推測される。 
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（２） 鳥類個体数経年調査 

  ア 確認種等について 

    確認延べ個体数は、１４地点（図２）で延べ７１万１,８７５羽であり、平成   

１４年度の調査時の１０２万２６３３羽に比べて大きく減少している。 

    また、調査の結果１２７種の鳥類が１４地点（図２）で確認された。 

      確認種では、水鳥類が多く７１種が確認され、全体の５５．９パーセントを占 

めた。その７１種の中では、スズガモ、カワウ、ハマシギが上位を占めた。 

次に調査地点別の確認種を見てみると、「行徳鳥獣保護区」の７８種で最も多

く、最も少なかったのは「押切」で１９種であった。               

  

イ 過年度調査において選定された主要４３種の個体数変動傾向について 

  今年度調査と過年度調査を比較検討すると概ね次のような傾向が読み取れた。 

  ① 個体数が減少傾向にある種 

   コサギ、マガモ、コガモ、ヒドリガモ、ハシビロガモ、シロチドリ、メダイチ

ドリ、ダイゼン、アオアシシギ、ソリハシシギ、オグロシギ、オオソリハシシ

ギ、チュウシャクシギ、ユリカモメ、セグロカモメ、カモメの１６種 

  ② 個体数の増減が少ない種 

   ダイサギ、チュウシャクサギ、アオサギ、カルガモ、オナガガモ、スズガモ、

ウミアイサ、トウネン、ハマシギ、キアシシギ、ダイシャクシギ、ホウロクシ

ギ、ズグロカモメの１３種 

  ③ 個体数が増加傾向にある種 

   カワウ、ミヤコドリ、ミユビシギの３種 

  ④ 個体数に増減がある種 

   ハジロカイツブリ、カンムリカイツブリ、オカヨシガモ、ホシハジロ、ホオジ

ロガモ、キョウジョシギ、オバシギ、セイタカシギ、ウミネコ、アジサシ、コ

アジサシの１１種 

 

 
（３） 鳥類行動別個体数調査 

  ア 鳥類の行動別分布状況 

   調査地点（図３）５箇所において、調査を行った結果から行動別個体数密度分布 

を求め、平成８年度から９年度の行動別個体数密度分布と比較した。 

   対象とした種は、過年度調査で行動別個体数密度分布が掲載されている種類で、 

かつ本年度の調査で１日当たりの確認個体数が概ね１００個体を超える種類とし 

た。また、過年度調査に合わせて、夏季（８月・９月）、冬季（１月・２月）に区 

分したが、チュウシャクシギについては、過年度調査に合わせて、秋季（９月）で 

比較を行った。 
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① スズガモ  
確認時期  平成 8～9年度と同様、主に冬季に確認された。 

確認個体数は、平成 8～9年度と比較すると少なかった。 
 

スズガモ

29 4 5

9,956
13,707

160 0 1

63107
68968

42 0

28687

0
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20,000

30,000
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60,000

70,000

80,000

5 8 9 1 2 （月）

観
察
個
体
数
/
時 平成19年度

平成8年度

平成9年度

 
分布状況  冬季の採餌場所を図４に示す。 

 スズガモは一般に夜行性といわれているが、一部の個体は昼間で

も潜水して採餌する行動がみられ、朝の 8時、夕方の 16時頃が比較
的多かった。採餌する場所は、船橋仮航路内や塩浜～日の出にかけ

ての岸側の水域であり、平成 8～9年度と比べて大きな変化はなかっ
た。採餌していたのは二枚貝類であったが、種類は識別できなかっ

た。 
 冬季の休息場所を図 5に示す。 
 休息は、三番瀬全体で広くみられ、市川航路沿いの市川側や船橋

海浜公園前面が多かった。平成 8～9年度にはノリ支柱柵漁場である
市川航路沿いの市川側では、休息がほとんどみられなかったのに対

して、本年度はこの海域で休息が多かった。 
 ノリ支柱柵は平成 8～9年度と比べて減少しており、このことによ
って休息場としての利用が増えた可能性が考えられる。 
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【図４】 冬季におけるスズガモの密度分布（採餌場所） 
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【図５】 冬季におけるスズガモの密度分布（休息場所） 
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② シロチドリ  
確認時期 本年度は、主に冬季に確認され、夏季の 8月、9月の確認個体数が平成

8～9年度に比べて少なかった。 

 

 

分布状況  夏季の採餌場所を図 6に示す。 

 採餌行動は潮位が低下する 7時頃からみられ、潮位が上げ始める 12

時が最も多かった。採餌場所は、船橋海浜公園、養貝場が主体で平成 8

～9年度同様であったが、この他に、日の出の岸壁付近でも採餌がみら

れた。 

 夏季の休息場所を図７に示す。 

 休息は、最干となる 11時に船橋防泥柵上で多くみられた。13時以降

は、採餌・休息とも個体数が減少した。 

 冬季の採餌場所を図 8に示す。 

 冬季の採餌は潮位が低下する 7時から増加し、潮位の上昇する 12時

以降は減少した。採餌場所は、全て船橋海浜公園であり、平成 8～9年

度と同様であった。 

 冬季の休息場所を図 9に示す。 

 冬季の休息は潮位の高くなる 14時以降に増加し、船橋の防泥柵上で

多かった。平成 8～9年度と比べると、船橋海浜公園の砂浜部、養貝場

等での採餌が本年度はみられなかった。 
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【図６】 夏季におけるシロチドリの密度分布（採餌場所） 
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【図７】 夏季におけるシロチドリの密度分布（休息場所） 
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【図８】 冬季におけるシロチドリの密度分布（採餌場所） 
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【図９】 冬季におけるシロチドリの密度分布（休息場所） 
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③ メダイチドリ 
確認時期 本年度は、春～夏季に確認され、確認個体数は平成 8～9 年度に

比べて少なかった。 
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分布状況 

確認個体数

の比較 

 夏季の採餌場所を図 10に示す。 

 採餌は、船橋海浜公園、養貝場であり、平成 8～9 年度同様で

あった。 

 夏季の休息場所を図 11に示す。 

 休息は船橋海浜公園周辺、猫実川河口周辺でみられた。猫実川

河口での休息は平成 8～9年度にはみられていないが、本年度は、

猫実川河口付近に形成された干出域で休息がみられた。 

 休息個体は確認個体数が少ないため、明確ではないが、地形の

変化によって休息場所が拡大していた可能性が考えられる。 
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【図 10】 夏季におけるメダイチドリの密度分布（採餌場所） 
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【図 11】夏季におけるメダイチドリの密度分布（休息場所） 
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④ ダイゼン 

確認時期 平成 8～9年度と同様、5月、9月の確認個体数が多かった。 

 

分布状況 

 

 夏季の採餌場所を図 12に示す。 

 採餌は、潮位が低下する 10 時頃が最も多くなり、その後は減

少した。採餌場所は船橋海浜公園及び周辺の干潟、養貝場とその

周辺が主体で、平成 8～9年度と大きな変化はなかった。 

 夏季の休息場所を図 13に示す。 

 休息は、潮位が高くなる 17 時に最も多く、船橋防泥柵周辺や

養貝場へ通じる橋の上でみられた。平成 8～9年度と比較すると、

平成 8～9 年度には船橋海浜公園の沖や日の出の前面でも休息が

みられたが、今年度はこの海域での休息はみられなかった。 
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